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１． 研究計画の概要 
(1) 大規模ネットワーク型アプリケーション
へのオーバレイ・ネットワーク技術の応用と
性能評価に関する研究を行う， 
(2) マルチメディアを用いたリッチコンテン
ツにおける転送容量や転送遅延などの問題
を解決するために，ピアツーピアネットワー
クに適応したプロトコル，トラヒック制御，
ルーチングに関する研究を進める． 
(3) 物理実体を反映したオーバレイ・ネット
ワーク・モデル構築に関する研究 
 
２． 研究の進捗状況 
平成 20 年度においては次のような研究成果
を得た． 
(1) インターネットを介した放送型コンテン
ツ配信における再生待ち時間を取り上げ，
１）同報型，２）選択的視聴型 の２つの場
合に関して待ち時間短縮手法を提案し，その
性能評価を行った． 
(2) P2P 型情報流通ネットワークにおいて，
高い検索効果を実現する論理的接続トポロ
ジーの構成法を提案した． 
(3) 多人数参加型オンライン・アプリケーシ
ョン・サービスにおける P2P 型分散処理にお
いて必須であるデータとプログラム・コード
の秘匿化手法を開発した． 
(4) 無線ネットワーク環境下での階層的符号
化されたビデオ・コンテンツ送信における送
信誤り回復のための能動的再送方式とパケ
ット・スケジューリング・アルゴリズムの提
案を行った． 
(5) オーバレイ・ネットワークにおいては論
理層と物理層でのルーティングにおけるト
ポロジー不整合が起こり，エンド・エンド間

の性能に影響を及ぼす．これを評価する数理
モデルを開発し，不整合の度合いが少ないほ
ど送信遅延が短く，論理層でのトラヒック集
中は物理層のトポロジーに関わらず送信遅
延の増大を招くことを示した． 
(6) スケーラブルなコンテンツ配信サービス
を提供するには高速ネットワーク・インフラ
が不可欠であるが，そのための基盤技術とし
て光バースト交換方式がある．この数理モデ
ルと性能解析手法を開発した． 
(7) P2P 型インターネット電話においては中
継を司るスーパノード群と一般ノード群が
分散型ネットワークを構成するが，この数理
モデルの開発と性能解析を行い，群構成比率
が性能に与える影響および集中型ネットワ
ークに対するスケーラビリティでの優位性
を解析的に示す． 
(8) コンテンツ配信をマルチホップ無線ネッ
トワークで行うにはネットワークのトポロ
ジーに依存したホップ数に起因する QoS 不
平等性が大きな問題である．この影響度合い
を理論的に解明するために数理モデルを開
発し，解析を行った． 
 
３． 現在までの達成度 
研究の達成度は「①当初の計画以上に進展し
ている」と判断する．その理由は以下の通り
である． 
(1) 査読付き論文誌に 24 編が掲載済みある
いは掲載予定であり，しかもほとんどは欧米
の国際的論文誌である．加えて査読付きの国
際会議に 16 編が採録され，しかもいずれも
国外で開催されたものであり，会議録に掲載
されている． 
(2) 当初は民間企業との共同研究は計画して



いなかったが，研究途上，研究内容に興味を
持ち，ネットワーク，コンテンツ，情報機器
分野において我が国を代表する NTT とソニ
ーと研究成果の実用化に向けて共同研究を
行い，論文の出版のみならず，特許を 4 件出
願するまでに至った．特に内 2 件は国際特許
PCT 出願済みと出願中である． 
 
４．今後の研究の推進方策 
無線ネットワークの広範な普及に伴い，コン
テンツ送受信端では無線 LANなどの無線機器
が多用される．機器そのものも多種多様であ
り，例えば送信距離では Bluetooth などの短
いものから，WiMAX などの長距離なものまで
多岐に亘る．またネットワーク形態そのもの
も静的なものだけではなく，端末の移動，参
入，消滅のため，動的に変化を繰り返すアド
ホックなものも一層増加すると思われる．こ
のため伝送遅延，パケット廃棄などの確率的
特性が大きく変化し，より複雑になる．これ
に対応した数理モデル化および性能解析手
法の開発を目指す． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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